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産業用ロボットの明るい展望 

～ロボットが百万人以上の雇用を創出～ 

  

  

ロボットは、産業の競争力の強化と雇用拡大の重要な鍵である。２０１１年には、今まで

の最高販売実績となる約１４万台のロボットの販売が予想されており、対前年比で１８％

の大幅な増加が予想される。さらに２０１２年から２０１４年にかけては、年平均約６％

の増加が見込まれ、２０１４年には約１６万７千台のレベルを達成すると期待されている。

世界中の工場で作動するロボット数は、２０１４年末には約１３０万台に達するものと予

想される。ただし、この楽観的な予測には一定のリスクが含まれることも避けがたい。即

ち、世界経済の減速や、主要な市場の財政問題に起因する景気後退などである。 

 

自動車産業とエレクトロニクス産業は引き続き主要な牽引力 

産業用ロボットの受注の多くは、引き続き自動車産業から来るものであろう。電気自動車、

新素材（例えば、炭素複合材料）、生産設備の近代化が、設備投資のための主要な牽引力

である。また、電気/電子機械産業は引き続き、生産能力と近代化への投資を継続していく

と見られる。電子製品や新しい製品技術による消費者マーケットの拡大傾向を含むエネル

ギー効率の高い製品へ向かうトレンドは、エレクトロニクス産業にロボット導入をさらに

促進させる要因として挙げられる。LED 照明を内装した液晶型テレビ、例えば、スマート

フォン用のタッチパネル、有機エレクトロルミネッセンス技術、３Ｄディスプレイ使用も

増加傾向にある。太陽電池の需要もまた、大幅に増加していくと思われるし、他のすべて

の産業の設備投資 
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も盛んになりつつある。 

 

アジアが主要な牽引力 

新興成長市場と北米では、ロボット導入の拡大が継続されるであろう。特に中国へのロボ

ット供給は、さらに急増することが見込まれる。遅くとも２０１４年までに、ロボットの

年間供給では中国が他の国々を抜いて、世界最大のロボット市場になるであろう。 

韓国へのロボット販売量は、２０１０年の大量設備投資の後だけに、２０１１年はわずか

な増加に留まるであろう。韓国は世界でも有数の自動化が進んだ国であり、２０１１年の

最高設備投資レベルを上回ることは、現実的には考えにくい。エレクトロニクス産業と自

動車産業の大量投資後の景気後退は、２０１２年と２０１４年の間にくる可能性が高いと

推測される。 

日本における投資は、震災復興や新しいプロジェクトに向けて、ここ数カ月のうちに増大

すると予想される。日本の震災の結果、日本企業は工場などの生産設備を分散させること

を始めている。これはヨーロッパ、北米ならびにアジア市場に、ロボット導入への多大な

投資をもたらすことになろう。日本における投資は、震災復興や新しいプロジェクトに向

けて、ここ数カ月のうちに増大すると予想される。 

アメリカでは、引き続き工場の自動化を進めていく必要がある。グローバルなマーケット

における競争力を維持するためには、この方面の投資をしなければならない。ヨーロッパ

におけるロボット販売は、西洋諸国の緩やかな投資のために、平均以下で推移していくと

見られる。中欧や東欧の国々のロボット導入は急増が見込まれる。低賃金の国々である中

欧や東欧およびアジアや南アメリカでは、賃金の上昇と生活水準の向上のために自動化促

進がなされるものと思われる。 

 

ロボットの用途の多様化 

ロボット用途の多様化はますます促進されている。消費財は即時性とともに、個性化（消

費者のための商品のさまざまなバージョンやバリエーション）が進んでいるが、これには

フレキシブルな自動化が必要である。ロボットに幾つかのプロセスを一回プログラミング

すると、プロセスからプロセスへの簡単な切り替えが可能となる。標準的なアプリケーシ

ョンを使うことによって生産効率は向上する。優秀な視覚機能を持ったロボットは、難し

い仕事を完璧にこなせるようになり、さらに品質管理などの分野で、それに付随する作業

もできるようになった。ロボットと作業者は垣根なしで互いに仕事をすることができるよ

うになり、オフラインプログラミングとシミュレーションツールは、ロボットのアプリケ
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ーションを容易にする。 

工業用通信規格（イーサネット・バス）により、ロボットコントローラーのセントラル機

能は増大される。ロボットコントローラーによるシステム全般やより多くの機能の制御が

進みつつあり、現在では他のコントローラー（例えば、PLC）は、ロボットコントローラー

に統合されつつある。 

主なテーマの一つは、ロボットを使ってエネルギー効率良く生産することである。新世代

の産業用ロボットには新しい制御システムが付随しているので、エネルギー消費量を減少

させる。ロボットのサプライヤーはたゆまぬ企業努力により、さらなる技術の進歩へと邁

進している。 

 

プロフェッショナルサービスロボットは地位を確立しつつある 

今後のサービスロボットシステムの目的のひとつは、人の活動の主要な場面でのサポート

であろう。プロフェッショナル領域のサービスロボットは、肉体的労働を軽減し、有害ま

たは危険な状況での作業を回避し、ロボット達によって個人の安心、安全、快適性、娯楽

性が向上されることと期待されている。 

 

企業向けのサービスロボットの販売数は、合計約８万７千５００台に増加すると予測され

ている。その内、搾乳ロボットが２０１１年－２０１４年には２万５千５００台以上、同

様に、軍事用のサービスロボットが２万２千６００台（ユニット）以上の販売が見込まれ

ている。これはかなり控えめな見積もりである。これらの２つのサービスロボットグルー

プは、プロフェッショナルなサービスロボット予測販売総数の５５％を占めている。 

 

強力な成長分野は、一般用のモバイルコンピュータ・システム（モバイルプラットフォー

ム）であると思われる。サービスロボットのサプライヤーは、一般用で約１万２千台のモ

バイルプラットフォームが、２０１１年から２０１４年までの間に販売されると推定して

いる。これらのモバイルプラットフォームは、高度にカスタマイズされたサービスロボッ

トソリューションの設計のためのスタンドアロン・コンポーネントとして購入されている。

センサーの多様性や有能なナビゲーションシステムによって、モバイルプラットフォーム

を異なる環境で、自由に好きな場所に移動させ、データ収集などのさまざまなタスクを実

行させることを可能にする。ロボットアームやシンプルな昇降機能などの追加の操作機能

を追加することによって、周囲の状況と直接インタラクティブに対話し、なおかつ、それ

を修正することもできるものである。ネットワーク通信機能付きのプラットフォームは、

幅広い分野でインタラクティブなコンセプトをデザインすることを可能にする。 

 

物流システム、洗浄システム、セキュリティ、救助システム、医療などのロボットの販売
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も、この期間に大いに増加することが見込まれている。 

 

福島の原子力発電所災害の後、レスキューロボットは日本ロボット開発の最優先課題にな

っている。災害によって工場および住宅等が破壊された際には、レスキューロボットが間

違いなく人々の救助に貢献するであろう。 

 

 

パーソナル/家庭用ロボットの使用は増加傾向 

これまでのところ、パーソナル/家庭用ロボットは、主に家庭用ロボットの分野で使用され

ている。内訳は、掃除、芝刈り、おもちゃのロボットや趣味、教育と研究を含むエンター

テインメント、レジャー用のロボット等である。 

２０１０年のパーソナル/家庭用のサービスロボットの販売数量は、約２２０万台であった。

今後２０１１年から２０１４年までには、新たに累計約１，４４０万台が販売され、その

販売高は約５４億米ドルに上ると予想される。 

 

 

＜担当者・お問い合わせ先＞ 

国際ロボット連盟 統計部(IFR Statistical Department) 

Ｍｓ．グードルン・リィッツェンベルガー（Ms.Gudrun Litzenberger） 

        電話 +49 69 6603-1502 

 

 

榊原 伸介博士（Dr. Shinsuke Sakakibara） 

2011年3月、IFR会長に選出された。任期は2年。 

1972年からファナック（株）に勤務、1985年から1998年まで、知能ロボットシステム、特

に、ビジョンセンサーのビンピッキングの開発を担当。1999年より、ファナック（株）ロ

ボット研究所の名誉所長を務め、2007年以降、ファナック（株）の経営顧問も兼務。 

 

榊原博士は、東京大学の制御工学で博士号を取得。2010年よりIFRの執行役員のメンバー。

2009年から2010年まで、日本ロボット学会の会長。 
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国際ロボット連盟（ＩＦＲ）は、15カ国以上からのロボッティックス団体からなる、プロ

フェッショナルの非営利団体で、第17回国際ロボットシンポジウムに伴って、1987年に設

立された。国際ロボットシンポジウムは、1970年以来毎年、異なる大陸、異なる国や都市

で開催されている。また、このシンポジウムは、国際ロボット展に合わせて開催されるこ

とになっている。 

国際ロボット連盟の目的は、ロボットに関連して活動している組織や政府代表のフォーカ

ルポイントとして活動し、ロボットに関するあらゆる分野での研究、開発、利用及び国際

協力を促進することである。 

 

IFRは、ドイツ機械工業連盟（VDMA）の「ロボット＋オートメーション」部門によってその

事務局が運営されている。 

IFR統計局は、同じく「ロボット＋オートメーション」部門によって運営され、毎年、世界

のロボティクスの２つの研究報告を公開している。 

 

2011年： 

1.『世界ロボティクス2011 産業用ロボット』 

 この刊行物では、各々の国々を一つの表で比較できるように、産業用ロボットに関する

包括的でグローバルな統計情報が紹介されている。約40カ国の詳細な統計データは、アプ

リケーション分野、産業分野、ロボットのタイプや他の技術変数および経済変数で分類さ

れている。セレクトされた国々の生産、輸出、輸入に関するデータも表示されており、ロ

ボット密度のトレンド、つまり、関連分野での就労者1万人当たりのロボットの数も掲載さ

れている。 

 

2. 『世界ロボティクス2011 サービスロボット』 

 この刊行物には、サービスロボット、市場分析、ケーススタディに関する包括的でグロ

ーバルな統計情報と、サービスの国際的な研究戦略が掲載されている。上記刊行物の内容

は、当連盟のパートナーであるフラウンホーファーIPA研究所（ドイツ、シュトゥットガル

ト）の協力により評価検証されたものである。 

 

リンク： 

www.worldrobotics.org 

www.ifr.org 

 


